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住友商事陣営は買収で業界首位に迫る規模に拡大する

住友商事など4社、米航空機リース大手の買収完了　総額1.2兆円

　住友商事は9日、航空機リース大手の米エアリー
スの買収が完了したと発表した。三井住友ファイナ
ンス＆リース（FL）や米投資ファンドなど4社共同
で出資した。買収総額は約74億ドル（約1兆2000億
円）。住友商事陣営は業界首位に迫る。

　2025年9月に買収計画を発表していた。住友商事
と三井住友FL子会社のSMBCアビエーションキャピ
タル（SMBCAC）、投資ファンドの米アポロとカナ
ダのブルックフィールドの4社共同出資の新会社を
通じてエアリース株全株を取得した。出資比率は住
友商事が37.5%、SMBCACが25%、アポロとブル
ックフィールドがそれぞれ18.8%。

　エアリースは米国時間8日に米国株式市場から上場廃止となった。同日にスミショーエアリースに社名
変更し、住友商事出身の蛭田範幸氏が最高経営責任者（CEO）に就いた。

　エアリースの24年の売上高は約27億ドル。航空機リースの管理・発注機数は約800機で、SMBCACの
約1000機と合わせ業界首位のエアキャップ（アイルランド）の約2100機に並ぶ規模になる。

　世界の旅客需要は拡大が続く見込みだが、米ボーイングやエンジン大手米プラット・アンド・ホイット
ニーなどの品質問題によって機体生産が遅れている。住友商事陣営はエアリース買収で保有機体の柔軟な
運用につなげるほか、航空機メーカーに大量発注できる交渉力を付ける狙いがある。

【関連記事】
・住友商事など4社、米航空機リース大手を買収　1兆円超で
・米航空機リースを共同で買収の住友商事「コロナ再来でも影響は限定的」
・住友商事、「買収巧者」へ変身　航空機リースに過去最大3000億円
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